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船舶事故調査報告書 

 

                               令和８年９月２日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄    

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 令和５年１２月１７日 １５時５０分頃（日本時間） 

発生場所 ミクロネシア連邦カロリン諸島南東方沖 

 （概位 北緯０２°２２.０′ 東経１５１°５７.０′） 

事故の概要  漁船第十八常磐
と き わ

丸が揚網設備等の準備作業中、乗組員１人が負傷

し、その後死亡した。  

事故調査の経過  令和６年２月１４日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。  

 原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため、行わ

なかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第十八常磐丸、３４９トン 

 １２００９２、大倉漁業株式会社（Ａ社） 

 ６３.２４ｍ×１２.００ｍ×７.２７ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、１,９８５kＷ、平成３年３月 

 乗組員等に関する情報 船長 ３８歳 

 三級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 平成１８年１１月３０日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和３年９月１４日 

  免状有効期間満了日 令和８年１１月２９日 

甲板長 ５２歳 

乗組員Ａ ２６歳 

 死傷者等 死亡 １人（乗組員Ａ） 

 損傷 バンクワイヤ（メインブーム旋回用のワイヤ）用滑車の破断 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約１ｍ、海水温 約３０.１℃ 

 事故の経過  本船は、船長、甲板長及び乗組員Ａほか２４人（日本国籍１３人、

フィリピン共和国籍６人、インドネシア共和国籍３人、ミクロネシア

連邦国籍２人）が乗り組み、まき網漁の目的で、令和５年１２月１日

静岡県焼津市焼津港を出港し、１７日１４時００分頃（日本時間、以

下同じ。）、ミクロネシア連邦カロリン諸島南東方沖に到着し、翌日か

らの操業に備えて揚網設備等の準備作業（以下「操業準備」とい

う。）を開始した。 
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 本船は、約７ノットの対地速力で航行を続けながら、乗組員がそれ

ぞれの担当場所において操業準備を行い、１５時４０分頃、甲板長

が、端艇甲板 に設置されているウインチ操作盤において、トリッピ

ングウインチの操作レバーを用い、メインブームの角度調整の目的で

同ブームを操業時に使用する４５度の位置まで上昇させる作業を開始

した。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 甲板長は、トリッピングワイヤの巻き揚げ中、操作レバーを中立の

位置に戻してもトリッピングウインチが停止しない状況となり、これ

に伴ってメインブームを左右に旋回させるためにメインブーム先端か

ら両舷に張られているバンクワイヤに張力が加わっていることを認め

た。 

甲板長は、混乱した状態でバンクウインチの操作レバーでバンクワ

イヤを緩める操作をしたものの緩まず、同ワイヤが破断するおそれを

感じ、ウインチ操作盤前から下方の上甲板にいた乗組員に同甲板にあ

る油圧ポンプ停止スイッチで油圧ポンプを停止するように呼び掛け

た。（写真１参照） 

 

 「端艇甲板」とは、船舶に備え付けられている端艇（本船は小型艇を搭載）を格納・搭載している甲板部分のこ

とをいう。 

図１ 本船（揚網設備等の設置状況） 
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本船は、その後もトリッピングワイヤが巻き揚げられてメインブー

ムが上昇を続け、１５時５０分頃、左舷のバンクワイヤと船体に接続

していた重さ約６０kg の滑車（以下単に「滑車」という。）の付け根

部が折損して滑車が落下し、上甲板左舷側でロープの片付け等の作業

を行っていた乗組員Ａの右半身に当たった。（写真２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲板長の呼び掛けを聞いた乗組員１人は、油圧ポンプ停止スイッチ

を操作して油圧ポンプを停止させた。 

 本事故発生の連絡を受けた船長は、乗組員Ａが重篤な状況であるこ

とが分かり、洋上救急の医療助言 を受けることとし、病院に対し、

電話で乗組員Ａの状況を連絡し、医師から助言を受けながら、乗組員

Ａに対する応急措置を行った。 

 

 「洋上救急の医療助言」とは、洋上の船舶で急病人やけが人が発生した場合、船舶から海上保安庁又は専門病院

へ連絡することで、電話等を通じて医師から救急処置の指示や医療助言を受けることができる制度をいう。 

写真２ 折損した滑車 

（A 社提供） 

（参考）正常に装備された状態 

写真１ ウインチ操作盤等 
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 船長は、１７時５０分頃乗組員Ａの意識がなくなり、１９時００分

頃心肺蘇生
そ せ い

措置を行っている最中に、瞳孔反応を確認できなくなり、

医師から蘇生が困難な状況にある旨を告げられたので、同措置を取り

やめた。 

 本船は、予定していた操業を中止し、１２月２５日０８時００分頃

焼津港に到着した。 

 乗組員Ａは、後日医師によって、次のとおり検案された。 

死亡推定時刻：１２月１７日１９時１６分頃 

直接死因：外傷性ショック（発症から死亡までの期間：約３時間） 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 (1) 本船の運航に関する情報 

本船は、大中型まき網漁業に従事する大型まき網漁船で、ミク

ロネシア連邦周辺海域で単独で操業を行っていた。 

(2) 操業準備に関する情報 

操業準備は、甲板長の指揮の下で行われ、航海当直者等を除く

乗組員１８人が従事していた。 

各乗組員は、それぞれの配置で担当業務に従事しており、端艇

甲板にいた甲板長と上甲板の乗組員との間には、トランシーバー

などによる連絡手段はなかった。 

甲板長は、甲板の高低差によって端艇甲板のウインチ操作盤の

位置から上甲板左舷側にいた乗組員Ａの姿を目視できない状況で

あった。 

ウインチ操作盤付近には、油圧系統を遮断できる非常停止用の

ボタンが設置されていなかった。 

ウインチ操作は、ふだんから甲板長など慣れた乗組員が単独で

行っていた。なお、油圧機器の緊急事態を想定したマニュアルの

作成並びに関連する教育及び訓練は実施されていなかった。  

(3) 揚網機器等の状態に関する情報 

   バンクワイヤの滑車は、令和４年６月の入渠
きょ

時にワイヤを取り

外した上で点検及び整備が実施され、亀裂や腐食等の異状は確認

されていなかった。 

帰航後、メインブームが上昇し続けた原因について、油圧機器

メーカーによって、トリッピングウインチの操作レバーの発信

器、油圧系統の諸弁等の分解点検が行われたが、同ウインチが停

止しなかった状況を明らかにすることはできなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

(1) 乗組員Ａの死因 
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乗組員Ａの死因は、受傷後数時間以内に発症した外傷性ショッ

クであった。 

(2) 事故発生に関する解析 

  ① 本船は、操業準備中、トリッピングウインチが操作レバーで

停止できなくなったことから、トリッピングワイヤの巻き揚げ

を停止することができず、また、バンクワイヤを伸出させるこ

ともできなかったことから、同ワイヤに過大な張力が加わり、

同ワイヤと船体を接続していた滑車の付け根部が折損して落下

したものと考えられるが、同ウインチが停止しなかった要因に

ついては、客観的な情報を得ることができず、明らかにするこ

とはできなかった。 

  ② 甲板長は、ウインチ操作盤付近に油圧系統を遮断できる非常

停止用のボタンが設置されておらず、同操作盤付近で油圧ポン

プを停止することができなかったものと考えられる。 

  ③ 端艇甲板の甲板長及び上甲板の乗組員は、ウインチ等の油圧

機械を使用する操業準備を行う際、甲板間の連絡手段がなく、

また、油圧機器の緊急事態を想定した教育及び訓練を受けてい

なかったことから、作業の進行状況や異状の発生を共有できな

い状況であったものと考えられる。 

④ ①～③から、本船は、ミクロネシア連邦カロリン諸島南東方

沖において、操業準備中、操作レバーによってトリッピングウ

インチが停止できなくなった際、油圧ポンプを速やかに停止す

ることができず、バンクワイヤと船体を接続していた滑車が折

損して落下し、乗組員Ａの右半身に当たって負傷し、その後、

死亡したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、ミクロネシア連邦カロリン諸島南東沖におい

て、操業準備中、油圧ウインチの操作レバーによって、トリッピング

ウインチの巻き揚げ停止及びバンクワイヤの伸出がいずれも行えな 

かったため、トリッピングワイヤの巻き揚げが続く中で、緩めること

ができないバンクワイヤに過大な張力が加わり、同ワイヤと船体を接

続していた滑車の付け根部が折損して落下し、乗組員Ａの右半身に当

たって負傷したことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  Ａ社は、本事故後、次の対策を講じた。 

 ・ウインチ操作盤付近に油圧ポンプの非常停止ボタンを新設した。

（写真３参照） 
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今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

大型まき網漁船の船長は、 

・操業準備の安全確保のため、作業全体を常時監視する監視者を配

置すること。 

 ・ウインチ等の油圧機器を使用する際は、乗組員間の連絡体制を確

立するとともに、油圧機器の緊急事態を想定した教育及び訓練を

実施することが望ましい。 

  

ウインチ操作盤 

 写真３ 新設された非常停止ボタン 

非常停止ボタン（新設） 



- 7 - 

 

付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

焼津港 

× 

事故発生場所 
令和５年１２月１７日 
１５時５０分頃発生 

カロリン諸島 

インドネシア共和国 

オーストラリア連邦 

パプアニューギニア独立国 

ミクロネシア連邦 

  海里  


